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胆沢町 1,大東町 1,前沢町2,藤沢町2,平泉町 1の
計26の事例を記録する事ができた.保存形態の内訳は
頭蓋骨22,手4である.頭蓋骨では牛馬の守護神,莱
用,安産,火災防止などの口承事例を得た.手につい
ては種蒔き時に使用すると豊作との口承事例を得た.
頭蓋骨には無病息災や家内安全を,手には五穀豊穣を
と.祈願の内容に使い分けが認められる.一方,捕猿
や捕殺の方法を詳細に知るインフォーマントは発見で
きなかった.当信仰が広く分布し,こうしたサルの需
要にサルマタギのような供給者が関与していたなら県
下のサル生息地の消失を招いた狩猟圧の原因になった
可能性も考えられる.ウマヤザルの風習とニホンザル
の分布空白域との関係については,次年度以降の調査
で更に検討を重ねていきたい.
2-2GISを用いたニホンザルの行動圏利用に関わる要
因の評価
辻大和 (東京大･院 ･農学生命科学)
本研究ではニホンザルの行動圏利用に関わる諸要
因を定立化し,各要因がニホンザルの生息地利用に与
える影響の相対的な重要性を把握することを目的とす
る.本年度は,泊まり場の選択と温度環境の関連性を
示すことに重点を置いた.宮城県金華山岳北西部の
様々な地形 6タイプ 10箇所(尾根×3,沢×3,海岸,
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